
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                     

                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年皐月号 

都内初となる通年議会が開会しました。会期は 5/12 から来年 4/30 までです。今年 2 月の本会議質問で取

り上げた児童相談所移管について調査するため、金沢市及び横須賀市を視察しました。政令指定都市以外

で市が児童相談所を所管しているのは 2市のみです。今後の議会活動に役立てて参ります。 

                                   「体は細いが、芯は太い」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                                     

 

民主党・市民の会 
  

 

荒川区議会議員 

消費税引き上げに伴う給付金の支給手続き等は下記の通りです。各対象者へは荒川区から申請書が郵送で

届きます。なお、手続きは全て郵送で出来ますので不明な点がなければ区役所へ行く必要はありません。 

 給付金種類 対象者   給付額   申請手続き 

臨時福祉給付金 今年 1/1 現在、荒川区住民基本台帳に

記録されており、住民税非課税の方。 

ただし、住民税課税者の扶養親族、生

活保護受給者を除く。 

1万円。 ただし、

基礎年金や児童扶

養手当等の受給者

は 1万 5千円。 

対象者へは、6月下旬に

申請書が届きます。 

 

手続きは 7/1～12/26 

子育て世帯 

臨時特例給付金 

今年 1 月分の児童手当及び特例給付の

受給者であり、昨年の所得が児童手当

所得制限額未満の方。 

ただし、上記の臨時福祉給付金対象者

及び生活保護受給者は除く。 

対象児童 1 人につ

き 1万円。 

対象者へは 7 月下旬に

申請書が届きます。 

 

手続きは 8/1～12/26 

 

臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金 
対象者には荒川区から申請書が届きます 

7 月に保育園（東日暮里）が開園 

7 月にグローバルキッズ東日暮里保育園（東日暮里
5-16-3リーデンスタワー1・2階）が開園します。 
申込受付は 6/10（火）までです。 

年齢 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

定員 6名 14名 15名 15名 15名 15名 

 

1万 1千円分の荒川区共通お買物券を 1万円で

販売します。有効期限は今年 11/30 まで。購

入は 1人 3万円までです。 

販売場所等は区 HPまたは、荒川区商店街連合

会事務局 3803-3003 

6/1（日）プレミアム付き区内商品券発売 

清水啓史（39歳 昭和 50(1975)年 5/7日生 卯年 A型 おうし座） 

 

〒116-0013 荒川区西日暮里 2-28-8    TEL/FAX 03-3801-6325    E-mail info@shimizuhiroshi.com 

寛永寺幼卒/根岸小卒/早中・早高卒/早大卒。民主党本部元職員 
平成 19（2007）年 荒川区議選初出馬初当選。平成 23（2011）年 2期目当選。 

現在は、民主党荒川区支部幹事長。議会では文教・子育て支援委員会、公共施設老朽化等
対策調査特別委員会、議会運営委員会に所属。 
家族は妻と娘（5歳・平成 20（2008）年 12月生）。 

  



   

 

 

 

 

 

医療・介護推進法案 
要支援高齢者１６０万人の介護サービス低下が懸念！ 
 

■ここが問題！ 
   
■ 法案は要支援高齢者への訪問介護・通所介護を市町村に移管してボ
ランティア等に委ねるとともに要支援サービス予算の伸びを抑制する
内容で、サービスの質と量の低下を招きます。市町村が独自に要支援
サービスの委託料(単価)を引き下げられるようにするため、介護従事者
の賃金の引き下げを招く危険性があります。 

 
■ 要支援高齢者の約半数は軽い認知症であり、ボランティアでは
十分な対応ができません。介護予防・認知症予防のカットで「要
支援」高齢者が「要介護」へと重度化したり、施設入居を余議な
くされることにつながる可能性もあります。 

 
■「要支援」高齢者が従来受けていたサービスの質と量が保障さ
れなくなり、介護する家族の負担が増え、介護する側も倒れる「共
倒れ」、仕事と介護の両立ができなくなり「介護離職」が増えるお
それがあります。 

 
■ 消費税増収分は社会保障の充実・安定化に充てるはずが、いき
なり介護サービスがカットされることは容認できません。本来は
介護予防の専門性を高め、サービスを充実させることで、「要支援」
高齢者の重度化を防ぐべきです。 

 
■ 介護サービスのカットによって「要介護」高齢者や介護離職が
増え、その結果、財政負担が増加したり、経済活性化や女性の就
労促進を阻むことになります。 

 

 

消費税増収分は全額社会保障の充実・安定化に充てるというのが

民主党政権下で決定した方針です。しかし安倍政権は消費税増収分

５兆円(年)のうち社会保障の充実に充てるのは５千億円のみです。

民主党は介護や障害福祉従事者の待遇改善法案を提出し、介護・障

害福祉従事者処遇改善法案が衆議院で可決されました。 

政府提出の「医療・介護推進法案」が衆院本会議で可決しました。この法案は要支援
高齢者約１６０万人が介護保険から外され市町村事業に移行する内容で、介護サービ
スの低下が懸念されます。 

 

レストラン山惣  東尾久 8-20-2 3894-4514 
メンズバランスセット ＊658kcal 塩分 2.2g 1100円 

*他にレディーズバランスセットもあります。 

区は女子栄養大学の協力を得て、

ヘルシーメニューを区内飲食店

と開発しています。左のマークが

「あらかわ満点メニュー」提供店

の目印です。約 70 店舗あるお店

を紹介します。 

食べ歩き あらかわ満点メニュー  

 

 
 


